
 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

  令和６年６月２８日 

 

豊橋市長 殿 

 

提出者                   

住 所 名古屋市中区錦２－１９－１    

氏 名 株式会社 鴻池組名古屋支店    

                        常務執行役員支店長安居院 徳重 

電話番号 ０５２－２０２－４５０６   

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  株式会社 鴻池組 名古屋支店 

事 業 場 の 所 在 地 愛知県名古屋市中区錦２－１９－１  

計 画 期 間  令和５年４月１日～令和６年３月３１日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
① 事 業 の 種 類 ０６総合建設業 

② 事 業 の 規 模 令和５年度完成工事高 ２６，６０８百万円 

③ 従 業 員 数 １７７人 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 
添付資料①「産業廃棄物の一連の処理の工程」参照 

(日本工業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

添付資料②「管理体制」参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】       

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

・廃棄物の発生が少ない工法を選択する。（杭工事等） 

・資機材の省梱包、無梱包による搬入を行う。 

・材料の端材の発生を抑制するため現地ではなく工場で加工を行う。 

・資材管理を徹底し、余剰材の発生を抑制する。 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

・これまで実施したことを継続的に実施するため教育を行う。 

・新工法採用時には産廃の発生の抑制を考慮して行う。 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 
（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・添付資料①「産業廃棄物の一連の処理の工程」参照 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・工程・工種に合った分別を実施する。 

・産廃の分別を職長会を中心とした作業員の自主的活動の一つとして

推進する。 

 

別紙集計表の通り 

別紙集計表の通り 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

・実施していない。 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

・解体工事では、コンクリートがら等を施主・行政の了解のもと現場

内で自ら利用を実施する。 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】  

産業廃棄物の種類 
 

 

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

・実施していない。 

 

 

 

②計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

・実施の予定なし。 

 

 

 

別紙集計表の通り 

別紙集計表の通り 

別紙集計表の通り 

別紙集計表の通り 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

・実施の予定なし。 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

・実施の予定なし。 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】  

産業廃棄物の種類 
 

 

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 
１）処分会社の選定 

・業務に支障のない限り名古屋支店安全環境部の推薦業者に委託する。 

・委託契約の締結は、名古屋支店長の承認事項としている。 

２）処理能力及び許可品目の確認 

・契約の都度、契約書を取り寄せて委託内容の確認を行っている。 

３）3者契約、迂回払いを禁止し適正な処分が行われるようにしている。 

 

 

別紙集計表の通り 

別紙集計表の通り 

別紙集計表の通り 



 

 

（第５面） 

 ②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 
 

 

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

１）廃棄物の事業場内保管状況について 

・分別推進のため、廃棄物ごとのボックスの設置を行う。 

・廃棄物保管場所を清潔に保つ。 

２）廃棄物の委託処理に関する事項 

 ・産廃処理業者の現地視察の強化。 

 ・一層の再資源化を図るため、ﾘｻｲｸﾙ率の高い業者を使用する。 

 

 

  

 

 

 

 

※事務処理欄   

別紙集計表の通り 



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

  令和 ６年 ６月 ２０日 

 

豊 橋 市 長  殿 

 

提出者                    

     住 所 愛知県名古屋市中区錦二丁目20番15号   

氏 名 鹿島建設株式会社 中部支店 安全環境部 

             部 長  関 口  武 生   

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 ０５２－３０７－５１１１  

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  鹿島建設株式会社 中部支店 

事 業 場 の 所 在 地  愛知県名古屋市中区錦二丁目20番15号 

計 画 期 間  令和6年4月1日～令和7年3月31日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 

①事 業 の 種 類 06 総合工事業 

②事 業 の 規 模 443,184万円 

③従 業 員 数  25 人 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 

「別紙①産業廃棄物の一連の処理の工程」のとおり 

 

   

(日本工業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

「別紙 ② 管理体制図」のとおり 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現 状 

【前年度（令和５年度）実績】（別紙③のとおり） 

産業廃棄物の種類   

排 出 量    ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

・鋼製足場材の使用、設備機器等の梱包材の削減（メーカーへの協力

要請 

・工法変更（仮設・本設）、設計に組込まれていない場合は以下の事

項について発注者と協議 

 ＰＣ化、ユニット化、ラス型枠、床のデッキプレート等 

② 計 画 

【目標】（別紙④のとおり） 

産業廃棄物の種類   

排 出 量 
 

ｔ 
ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

前年度の取り組みを継続 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

① 現 状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

施工段階で現場状況に応じて以下を実施 

コンガラ、アスガラ、木くず、金属くず、ダンボール、石膏ボード 

ＡＬＣ、岩綿吸音板、廃蛍光管、その他 

② 計 画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

前年度の取り組みを継続 

 

 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現 状 

【前年度（令和５年度）実績】（別紙③のとおり） 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
  

（これまでに実施した取組） 

解体工事から発生したコンガラを現場内で破砕処理し、 

路盤材等に積極的に利用する。 

 

② 計 画 

【目標】（別紙④のとおり） 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
  

（今後実施する予定の取組） 

 

前年度の取り組みを継続 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現 状 

【前年度（令和５年度）実績】 

産業廃棄物の種類 
  

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 

  

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 

  

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

 

② 計 画 

【目標】   

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 

  

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 

  

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 現 状 

【前年度（令和５年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

  

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

② 計 画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

  

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現 状 

【前年度（令和５年度）実績】（別紙③のとおり） 

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

委託処理業者に対し減量化、再資源化率の調査を行い、処理委託業者

選定時の参考にしている。 

 

 

 

 

 



 

 

 

（第５面） 

 ② 計 画 

【目標】（別紙④のとおり） 

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

前年度の取り組みを継続 

 

 

  

 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙① 当該事業場において現行行っている事業に関する事項
産業廃棄物の一連の処理の工程

汚泥

委託処理 分級

再生利用 売却

委託処理 海洋投入

委託処理 埋立

委託処理 埋立

再生利用 売却

委託処理 混練

委託処理 埋立

再生利用 売却

委託処理 混練

燃え殻 委託処理 溶融 委託処理 埋立

再生利用 売却

委託処理 脱水 委託処理 海洋投入

再生利用 売却

委託処理 凝集固化 再生利用 売却

委託処理 造粒固化 再生利用 売却

委託処理 薬注固化 委託処理 埋立

委託処理 焼却 委託処理 混練 委託処理 埋立

再生利用 売却

委託処理 溶融 委託処理 埋立

再生利用 売却

廃油 委託処理 油水分離 再生利用 売却

委託処理 焼却 委託処理 混練 委託処理 埋立

再生利用 売却

廃酸 委託処理 中和 委託処理 埋立

再生利用 売却

委託処理 焼却 委託処理 混練 委託処理 埋立

再生利用 売却

廃アルカリ 委託処理 中和 委託処理 埋立

再生利用 売却

委託処理 焼却 委託処理 混練 委託処理 埋立

再生利用 売却

廃プラスチック類 委託処理 破砕 委託処理 溶融固化 再生利用 売却

委託処理 焼却 再生利用 売却

委託処理 埋立

委託処理 埋立

委託処理 圧縮 委託処理 溶融固化 再生利用 売却

委託処理 焼却 再生利用 売却

埋立

委託処理 埋立

委託処理 溶融固化 再生利用 売却

紙くず

売却

委託処理 委託処理 委託処理

再生利用

焼却 混練 埋立

委託処理

売却

委託処理 焼却 再生利用 売却

委託処理 埋立

委託処理 埋立

委託処理 圧縮 委託処理 溶融固化

委託処理 溶融固化 再生利用 売却

再生利用 売却

委託処理 焼却 再生利用 売却

混練 委託処理 埋立

委託処理 埋立

委託処理 埋立

再生利用 売却

委託処理 破砕 委託処理 溶融固化 再生利用

委託処理 焼却 委託処理

木くず 委託処理 破砕

委託処理 焼却

金属くず 委託処理 売却

委託処理 溶融固化 再生利用 売却

委託処理 焼却 再生利用 売却

委託処理 埋立

委託処理 埋立

繊維くず 委託処理 破砕 委託処理 溶融固化 再生利用 売却

委託処理 焼却 再生利用 売却

委託処理 埋立

委託処理 埋立

委託処理 圧縮 委託処理 溶融固化 再生利用 売却

委託処理 焼却 再生利用 売却

委託処理 埋立

委託処理 溶融固化 再生利用 売却

委託処理 埋立

再生利用 売却

委託処理 埋立

破砕 再生利用 売却

委託処理 埋立

委託処理 混練

建
設
工
事

委託処理 埋立

がれき類 委託処理 破砕 再生利用 売却

ガラスくず等 委託処理



別紙 ② 管 理 体 制 図  
 
          
 
         
 
         
 
      
 
 
 

 
    
         
 
         
 
     
  
     
 

 
 
 

 
   
                        
                        
                       
                
                      
 
 

担当役員 

安全環境部 土木管理本部 
土木工務部 

機械部 建築管理本部 
建築工務部 

支店長 
支店環境委員会 

安全環境部 土木部 機電 Gr 建築部 

機電総括 
環境管理者 

土木総括 
環境管理者 

建築総括 
環境管理者 

工事事務所長 

統括環境管理者 

環境管理者 

＊産業廃棄物処理責任者 

本社環境委員会 

支店環境委員会 



別紙③

産業廃棄物処理内訳【現状】
（単位：トン）

汚泥 7.0 0 0 0 7.0 0.0 7.0 0 0

がれき類 2,248.2 0 0 0 2,248.2 12.3 2239.2 0 0

ガラス陶磁器くず 252.8 0 0 0 252.8 7.8 246.8 0 0

廃プラスチック類 22.2 0 0 0 22.2 0.6 7.1 0 0

木くず 40.2 0 0 0 40.2 0.0 40.2 0 0

混合廃棄物 256.2 0 0 0 256.2 0.0 256.2 0 0

合計 2,826.6 0 0 0 2,826.6 20.7 2,796.5 0 0

⑤-1優良認定処
理業者への処理
委託量【現状】

⑤-2再生利用業
者への処理委託

量【現状】

⑤-3認定熱回収
業者への処理委

託量【現状】

⑤-4認定熱回収
業者以外の熱回
収業者への処理
委託量【現状】

廃棄物の種類
①産業廃棄物排

出量【現状】
②自己直接再生
利用量【現状】

③自己直接埋立
処分又は海洋投

入量【現状】

④自己中間処理量

（熱回収・減量）
【現状】

⑤全処理委託量
【現状】



別紙④

産業廃棄物処理計画内訳【計画】
（単位：トン）

汚泥 6 0 0 0 6 6 6 0 0

がれき類 2,023 0 0 0 2,023 2,023 2,023 0 0

ガラス陶磁器くず 228 0 0 0 228 228 159 0 0

廃プラスチック類 20 0 0 0 20 20 10 0 0

木くず 36 0 0 0 36 36 36 0 0

混合廃棄物 231 0 0 0 231 231 92 0 0

合計 2,544 0 0 0 2,544 2,544 2,327 0 0

⑤全処理委託量
【目標】

⑤-1優良認定処
理業者への処理
委託量【目標】

⑤-2再生利用業
者への処理委託

量【目標】

⑤-4認定熱回収
業者以外の熱回
収業者への処理
委託量【目標】

⑤-3認定熱回収
業者への処理委

託量【目標】
廃棄物の種類

①産業廃棄物排
出量【目標】

②自己直接再生
利用量【目標】

③自己直接埋立
処分又は海洋投

入量【目標】

④自己中間処理量

（熱回収・減量）
【目標】



住所　　　愛知県豊橋市草間町字平東68番地

氏名　　　　　東海興業株式会社

              代表取締役社長　河合秀典

　　　　　　　　　　　　　 電話番号      0532-45-5361　　　　

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の
一連の処理の工

程

(日本産業規格　Ａ列４番)

  06：総合工事業

  34人

がれき類→再生処理業者に委託して再生砕石及び、再生合材として再生資源化
汚泥→中間処理業者に委託して脱水後、埋立処理
廃プラスチック→再生処理業者に委託して再生資源化
建設混合廃棄物→中間処理業者に委託して建設材料として再資源化
石綿含有廃棄物→最終処分業者に委託して埋立処分
木くず→再生処理業者に委託して、チップとして再生資源化

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

　請負完成工事高 ：1,200,000,000

令和　6年　6月　20日

　　　豊橋市長　　殿

  令和5年4月1日～令和6年3月31日

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。

(第１面）

産業廃棄物処理計画書

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

　愛知県豊橋市草間町字平東68番地

　東海興業株式会社

計 画 期 間



産業廃棄物の種類 別紙参照

排 出 量 1848.690 ｔ

産業廃棄物の種類 別紙参照

排 出 量 1848.690 ｔ

産業廃棄物の分別に関する事項

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）
　・積込時の土砂等の混入を制御する
　・他のものが混在しないように分別を行う
　・石綿管が破損しないように積込運搬を行う

(第２面)

（管理体制図）

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（　　　5年度）実績】

（これまでに実施した取組）
　・積込時に土砂等が混入しないようにしている
　・他のものが混在しないように分別を行っている
　・石綿管が破損しないように積込運搬を行っている

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
　・作業時にアスファルトとコンクリート殻が土砂と混在しないよう
　  積込をしている
　・分別ボックスを設け分別を行っている
　・作業時に石綿管が破損しないように積込運搬を行っている

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
　・作業時にアスファルトとコンクリート殻が土砂と混在しないよう
　  積込を行う
　・分別ボックスを設け分別を行う
　・作業時に石綿管が破損しないように積込運搬を行う

統 括 責 任 者

永 田 真 一

副 責 任 者

高谷孝 行

副 責 任 者

山 本 真 樹



産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

―ｔ

【前年度（　　5年度）実績】

―ｔ ―ｔ

（今後実施する予定の取組）
・特になし

―ｔ

【目標】

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量
―ｔ ―ｔ②計画

（第３面）

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

―ｔ

（これまでに実施した取組）
・特になし

②計画

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

①現状

①現状

【目標】

（今後実施する予定の取組）
・特になし

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

―ｔ

（これまでに実施した取組）
・特になし

【前年度（　　5年度）実績】

―ｔ ―ｔ

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

―ｔ ―ｔ



別紙参照

1848.690 ―ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

―ｔ ―ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

―ｔ ―ｔ

（第４面）

①現状

②計画
―ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

―ｔ

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（　　5年度）実績】

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（今後実施する予定の取組）
・特になし

―ｔ

―ｔ

①現状

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量

（これまでに実施した取組）
・特になし

産 業 廃 棄 物 の 種 類

1848.690

（これまでに実施した取組）
・可能な限り再生利用業者への処理委託を行い、最終処分量の低減をはかる

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

全 処 理 委 託 量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（　　5年度）実績】

―ｔ

―ｔ

再生利用業者への処理
委 託 量

―ｔ



別紙参照

1848.690 ―ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

―ｔ ―ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

―ｔ ―ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

―ｔ ―ｔ

（第５面）

②計画

再生利用業者への処理
委 託 量

※事務処理欄

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

1848.690 ―ｔ

（今後実施する予定の取組）
・可能な限り再生利用業者への処理委託を行い、最終処分量の低減をはかる



1

2

3

4

5

6

7 ※欄は記入しないこと。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に

「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付するこ

と。また、産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙

のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。ま

た、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。

（第６面）

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処

理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清

掃に関する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者へ

の再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱

回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前

年度実績、目標及び取組を記入すること。

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごと

に、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃

棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、

目標及び取組を記入すること。

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

当該年度の6月30日までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入

すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合にお

ける元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時

点）等の業種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終

了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）

を記入すること。

備考



様式第二号の八別紙

（単位：ｔ／年）

がれき類 がれき類 廃プラスチック 建設混合廃棄物 石綿含有産業廃棄物 建設汚泥 木くず その他がれき類

Ｃｏ Ａｓ 安定型 建設発生木材

1468.340 307.600 6.620 47.080 15.240 1.340 1846.220

4

年

度

の 1468.340 307.600 6.620 47.080 15.240 1.340 1846.220

実

績 1468.340 307.600 6.620 47.080 15.240 1.340 1846.220

1468.340 307.600 6.620 47.080 15.240 1.340 1846.220

5

年

度

の 1468.340 307.600 6.620 47.080 15.240 1.340 1846.220

目

標 1468.340 307.600 6.620 47.080 15.240 1.340 1846.220

令和5年度の産業廃棄物発生量及び令和6年度の目標

　R6年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

項目

産業廃棄物の種類
(名称） 合計

　R5年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量



住所　豊橋市西小鷹野四丁目１４番地１５

氏名　株式会社サン　代表取締役　三輪知仙

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　0532-35-9345

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本産業規格　Ａ列４番)

豊橋市内　元請完成工事高　12,873万円

　　R6年　　6月　　21日

９人

建物解体
破砕→選別

がれき類　再生処理業者に委託して再生砕石として再資源化・埋立
木くず　再生処理業者に委託してチップ等として再資源化
廃プラスチック類　再生処理業者に委託して再資源化・埋立
混合物　再生処理業者に委託して再資源化・埋立
金属くず　再生処理業者に委託して再資源化

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

豊橋市西小鷹野四丁目１４番地１５

０６：総合工事業

　　　豊橋市長　　殿

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。

株式会社サン

計 画 期 間 令和6年4月1日～令和7年3月31日

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

(第１面）

産業廃棄物処理計画書



産業廃棄物の種類

排 出 量

産業廃棄物の種類

排 出 量

②計画

【目標】

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
廃プラスチック類、金属くず、木くず、がれき類はそれぞれ分別してい
る。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
有価物として分別できるものは分別を徹底する。

産業廃棄物の分別に関する事項

(第２面)

（管理体制図）

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

別紙のとおり

（今後実施する予定の取組）
解体工事現場内での廃棄物の分別を徹底する

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（　５年度）実績】

（これまでに実施した取組）
解体工事現場内での廃棄物の分別

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

代表取締役

工務部 事務部



産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（第３面）

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量

①現状

0ｔ

【目標】

（今後実施する予定の取組）
なし

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ

（これまでに実施した取組）
なし

（今後実施する予定の取組）
なし

0ｔ

【目標】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ 0ｔ

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（　　５年度）実績】

0ｔ 0ｔ

0ｔ

（これまでに実施した取組）
なし

②計画

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

0ｔ

①現状

②計画

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ

【前年度（　　　年度）実績】

0ｔ 0ｔ



ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

【目標】

ｔ

ｔ
優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

全 処 理 委 託 量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（　　　5年度）実績】別紙のとおり

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

ｔ

①現状

再生利用業者への処理
委 託 量

0ｔ

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（　　　5年度）実績】

（これまでに実施した取組）
なし

産 業 廃 棄 物 の 種 類

ｔ

（これまでに実施した取組）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（今後実施する予定の取組）
なし

（第４面）

①現状

②計画
0ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

0ｔ

0ｔ
自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量



ｔ ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（第５面）

②計画

再生利用業者への処理
委 託 量

※事務処理欄

【目標】　別紙の通り

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）



1

2

3

4

5

6

7

（第６面）

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処

理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清

掃に関する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者へ

の再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱

回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前

年度実績、目標及び取組を記入すること。

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごと

に、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃

棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、

目標及び取組を記入すること。

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

当該年度の6月30日までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入

すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合にお

ける元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時

点）等の業種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終

了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）

を記入すること。

備考

※欄は記入しないこと。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に

「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付するこ

と。また、産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙

のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。ま

た、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。



様式第二号の八別紙

（単位：ｔ／年）

アスファルト 紙くず ガラス陶磁器くず 木くず コンクリート 混合 繊維くず 廃石膏ボード 廃プラスチック類

令 262.000 0.330 53.650 365.697 1189.610 806.800 2.400 86.300 119.204 2885.99

和 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.00

5 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.00

年 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.00

度 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.00

の 262.000 0.330 53.650 365.697 1189.610 806.800 2.400 86.300 119.204 2885.99

実 0.000 0.000 0.000 218.117 0.000 14.000 0.000 0.000 0.000 232.12

績 262.000 0.330 53.650 147.580 1189.610 792.800 2.400 86.300 119.204 2653.87

0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.00

0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.00

令 260.000 0.300 50.000 400.000 1100.000 800.000 2.000 80.000 110.000 2802.30

和 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.00

6 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.00

年 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.00

度 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.00

の 260.000 0.300 50.000 400.000 1100.000 800.000 2.000 80.000 110.000 2802.30

目 0.000 0.000 0.000 350.000 0.000 50.000 0.000 0.000 0.000 400.00

標 260.000 0.300 50.000 50.000 1100.000 800.000 2.000 80.000 110.000 2452.30

0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.00

0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.00

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

項目

産業廃棄物の種類
(名称） 合計

　令和5年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

令和5年度の産業廃棄物発生量及び令和6年度の目標

　令和6年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量



住所　愛知県田原市田原町柳沢58番地の1

氏名　株式会社　テクノマックス

　　　代表取締役　金子　宜司

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　0531-24-0339

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本産業規格　Ａ列４番)

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

(第１面）

建物解体工事：
がれき類→再生処理業者に委託して再生砕石として再資源化
木くず→自社及び再生処理業者に委託して燃料チップ等として再資源化
廃プラスチック類→再生処理業者に委託して固形燃料(RPF)として再利用
ガラス・陶磁器くず(石膏ボード含む)→再生処理業者に委託してボード原
料等として再資源化
繊維くず→自社及び再生処理業者に委託して固形燃料(RPF)として再利用
混合物→自社及び処理業者に委託し選別を行い再利用・再資源化を図る

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

　豊橋市内各現場

　０６：総合工事業

　　　豊橋市長　　殿

産業廃棄物処理計画書

　株式会社　テクノマックス

計 画 期 間

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。

　53人

　元請完成工事高：14,870万円

　　令和　6年　6月　21日

　令和6年4月1日～令和7年3月31日



工務部 下請け会社

環境事業部

産業廃棄物の種類 がれき類 木くず

排 出 量 2872ｔ 1586ｔ

産業廃棄物の種類 がれき類 木くず

排 出 量 2800ｔ 1500ｔ

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（令和　5　年度）実績】

(第２面)　その１

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

本　社

　　　　　　　：委託契約書作成及び管理
　　　　　　　：マニフェスト発行及び管理
　　　　　　　：各現場管理

　　　　　　　：中間処分場

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
がれき類、木くず、廃プラスチック類、ガラス・陶磁器くずはそれぞれ
分別している。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
木くず、廃プラスチック類においては、有価物として分別できるものは
分別していく。

（これまでに実施した取組）
現場ごとの分別解体。

産業廃棄物の分別に関する事項

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）
現場ごとの分別解体の更なる徹底(有価物なる物は分別して減量する)。



工務部 下請け会社

環境事業部

産業廃棄物の種類 ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

排 出 量 200ｔ 94ｔ

産業廃棄物の種類 ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

排 出 量 190ｔ 90ｔ

【目標】

（今後実施する予定の取組）
現場ごとの分別解体の更なる徹底(有価物なる物は分別して減量する)。

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
がれき類、木くず、廃プラスチック類、ガラス・陶磁器くずはそれぞれ
分別している。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
木くず、廃プラスチック類においては、有価物として分別できるものは
分別していく。

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

（管理体制図）

本　社

　　　　　　　：委託契約書作成及び管理
　　　　　　　：マニフェスト発行及び管理

①現状

【前年度（令和　5　年度）実績】

（これまでに実施した取組）
現場ごとの分別解体。

②計画

　　　　　　　：各現場管理

　　　　　　　：中間処分場

(第２面)　その２

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項



工務部 下請け会社

環境事業部

産業廃棄物の種類 繊維くず 混合物

排 出 量 8ｔ 765ｔ

産業廃棄物の種類 繊維くず 混合物

排 出 量 7ｔ 750ｔ

【目標】

（今後実施する予定の取組）
現場ごとの分別解体の更なる徹底(有価物なる物は分別して減量する)。

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
がれき類、木くず、廃プラスチック類、ガラス・陶磁器くずはそれぞれ
分別している。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
木くず、廃プラスチック類においては、有価物として分別できるものは
分別していく。

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

（管理体制図）

本　社

　　　　　　　：委託契約書作成及び管理
　　　　　　　：マニフェスト発行及び管理

①現状

【前年度（令和　5　年度）実績】

（これまでに実施した取組）
現場ごとの分別解体。

②計画

　　　　　　　：各現場管理

　　　　　　　：中間処分場

(第２面)　その３

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項



工務部 下請け会社

環境事業部

産業廃棄物の種類 紙くず 石綿含有廃棄物（非飛散性）

排 出 量 2ｔ 40ｔ

産業廃棄物の種類 紙くず 石綿含有廃棄物（非飛散性）

排 出 量 1ｔ 35ｔ

【目標】

（今後実施する予定の取組）
現場ごとの分別解体の更なる徹底(有価物なる物は分別して減量する)。

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
がれき類、木くず、廃プラスチック類、ガラス・陶磁器くずはそれぞれ
分別している。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
木くず、廃プラスチック類においては、有価物として分別できるものは
分別していく。

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

（管理体制図）

本　社

　　　　　　　：委託契約書作成及び管理
　　　　　　　：マニフェスト発行及び管理

①現状

【前年度（令和　5　年度）実績】

（これまでに実施した取組）
現場ごとの分別解体。

②計画

　　　　　　　：各現場管理

　　　　　　　：中間処分場

(第２面)　その４

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項



産 業 廃 棄 物 の 種 類 がれき類 木くず

産 業 廃 棄 物 の 種 類 がれき類 木くず

産 業 廃 棄 物 の 種 類 がれき類 木くず

産 業 廃 棄 物 の 種 類 がれき類 木くず

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

0ｔ

①現状

②計画

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ

【前年度（令和　5　年度）実績】

0ｔ 0ｔ

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（令和　5　年度）実績】

0ｔ 112ｔ

120ｔ

（これまでに実施した取組）
(木くず)破砕し、燃料チップ化する。

②計画

（これまでに実施した取組）
熱回収、減量は実施していない。

（今後実施する予定の取組）
熱回収を実施する予定はない。
減量は圧縮などの処理をしていく。

0ｔ

【目標】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ 0ｔ

（第３面） その１

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量

①現状

0ｔ

【目標】

（今後実施する予定の取組）
(木くず)燃料チップの増産を図る

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ



産 業 廃 棄 物 の 種 類 ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

産 業 廃 棄 物 の 種 類 ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

産 業 廃 棄 物 の 種 類 ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

産 業 廃 棄 物 の 種 類 ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

②計画

【目標】

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ 0ｔ

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量
0ｔ 0ｔ

（今後実施する予定の取組）
熱回収を実施する予定はない。
減量は圧縮などの処理をしていく。

①現状

【前年度（令和　5　年度）実績】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ 0ｔ

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量
0ｔ 0ｔ

（これまでに実施した取組）
熱回収、減量は実施していない。

【目標】

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ 0ｔ

（今後実施する予定の取組）
選別の細分化の徹底。

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

（第３面） その２

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

【前年度（令和　5　年度）実績】

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ 0ｔ

（これまでに実施した取組）
選別の細分化。

②計画



産 業 廃 棄 物 の 種 類 繊維くず 混合物

産 業 廃 棄 物 の 種 類 繊維くず 混合物

産 業 廃 棄 物 の 種 類 繊維くず 混合物

産 業 廃 棄 物 の 種 類 繊維くず 混合物

②計画

【目標】

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ 0ｔ

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量
0ｔ 0ｔ

（今後実施する予定の取組）
熱回収を実施する予定はない。
減量は圧縮などの処理をしていく。

①現状

【前年度（令和　5　年度）実績】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ 0ｔ

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量
0ｔ 0ｔ

（これまでに実施した取組）
熱回収、減量は実施していない。

【目標】

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

7ｔ 8ｔ

（今後実施する予定の取組）
選別の細分化の徹底。

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

（第３面） その３

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

【前年度（令和　5　年度）実績】

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

8ｔ 7ｔ

（これまでに実施した取組）
繊維くずは破砕し燃料化、混合物は選別しリサイクル。

②計画



産 業 廃 棄 物 の 種 類 紙くず
石綿含有廃棄物
（非飛散性）

産 業 廃 棄 物 の 種 類 紙くず
石綿含有廃棄物
（非飛散性）

産 業 廃 棄 物 の 種 類 紙くず
石綿含有廃棄物
（非飛散性）

産 業 廃 棄 物 の 種 類 紙くず
石綿含有廃棄物
（非飛散性）

②計画

【目標】

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ 0ｔ

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量
0ｔ 0ｔ

（今後実施する予定の取組）
熱回収を実施する予定はない。
減量は圧縮などの処理をしていく。

①現状

【前年度（令和　5　年度）実績】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ 0ｔ

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量
0ｔ 0ｔ

（これまでに実施した取組）
熱回収、減量は実施していない。

【目標】

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

1ｔ 0ｔ

（今後実施する予定の取組）
選別の細分化の徹底。

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

（第３面） その４

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

【前年度（令和　5　年度）実績】

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

2ｔ 0ｔ

（これまでに実施した取組）
選別の細分化。

②計画



がれき類 木くず

2872ｔ 1474ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

（第４面） その１

①現状

②計画
ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

ｔ

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（令和　 　年度）実績】

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量

（これまでに実施した取組）
分別解体を行い、自社中間処分場を含め、可能な限り再生利用業者への処理委託を
行う。

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（今後実施する予定の取組）

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

ｔ

77ｔ
優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

全 処 理 委 託 量

（これまでに実施した取組）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

①現状

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（令和　5　年度）実績】

再生利用業者への処理
委 託 量

ｔ

0ｔ

2872ｔ

【目標】

1474ｔ



ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

200ｔ 94ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ 0ｔ

ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 9ｔ

ｔ

（これまでに実施した取組）
分別解体を行い、自社中間処分場を含め、可能な限り再生利用業者への処理委託を
行う。

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

【前年度（令和　5　年度）実績】

ｔ

②計画

【目標】

全 処 理 委 託 量

ｔ

再生利用業者への処理
委 託 量

128ｔ 9ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（第４面） その２

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

【前年度（令和　 　年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量



繊維くず 混合物

0ｔ 758ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 2ｔ

ｔ

（これまでに実施した取組）
分別解体を行い、自社中間処分場を含め、可能な限り再生利用業者への処理委託を
行う。

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

【前年度（令和　4　年度）実績】

ｔ

②計画

【目標】

全 処 理 委 託 量

ｔ

再生利用業者への処理
委 託 量

0ｔ 64ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（第４面） その３

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

【前年度（令和　 　年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量



紙くず
石綿含有廃棄物
（非飛散性）

0ｔ 40ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 40ｔ

ｔ

（これまでに実施した取組）
分別解体を行い、自社中間処分場を含め、可能な限り再生利用業者への処理委託を
行う。

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

【前年度（令和　5　年度）実績】

ｔ

②計画

【目標】

全 処 理 委 託 量

ｔ

再生利用業者への処理
委 託 量

0ｔ 0ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（第４面） その４

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

【前年度（令和　 　年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量



がれき類 木くず

2800ｔ 1400ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 80ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

全 処 理 委 託 量

2800ｔ 1400ｔ

（今後実施する予定の取組）
分別解体の更なる徹底をはかり、再生利用業者への委託処理を行い、最終処分量の
低減を図る。
自社中間処分場においても更なる選別・分別を徹底していく。

（第５面） その１

②計画

再生利用業者への処理
委 託 量

※事務処理欄

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類



ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

190ｔ 90ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 10ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

（第５面） その２

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

再生利用業者への処理
委 託 量

120ｔ 10ｔ

（今後実施する予定の取組）
分別解体の更なる徹底をはかり、再生利用業者への委託処理を行い、最終処分量の
低減を図る。
自社中間処分場においても更なる選別・分別を徹底していく。

※事務処理欄



繊維くず 混合物

0ｔ 720ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 5ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

（第５面） その３

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

再生利用業者への処理
委 託 量

0ｔ 70ｔ

（今後実施する予定の取組）
分別解体の更なる徹底をはかり、再生利用業者への委託処理を行い、最終処分量の
低減を図る。
自社中間処分場においても更なる選別・分別を徹底していく。

※事務処理欄



紙くず
石綿含有廃棄物
（非飛散性）

0ｔ 35ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 35ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

0ｔ 0ｔ

（第５面） その４

②計画

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

再生利用業者への処理
委 託 量

0ｔ 0ｔ

（今後実施する予定の取組）
分別解体の更なる徹底をはかり、再生利用業者への委託処理を行い、最終処分量の
低減を図る。
自社中間処分場においても更なる選別・分別を徹底していく。

※事務処理欄



1

2

3

4

5

6

7 ※欄は記入しないこと。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に

「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付するこ

と。また、産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙

のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。ま

た、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。

（第６面）

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処

理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清

掃に関する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者へ

の再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱

回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前

年度実績、目標及び取組を記入すること。

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごと

に、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃

棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、

目標及び取組を記入すること。

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

当該年度の6月30日までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入

すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合にお

ける元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時

点）等の業種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終

了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）

を記入すること。

備考



様式第二号の八別紙

（単位：ｔ／年）

○

年

度

の

実

績

○

年

度

の

目

標

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

○○年度の産業廃棄物発生量及び○○年度の目標

　○○年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

項目

産業廃棄物の種類
(名称） 合計

　○○年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量



住所　　　豊川市八幡町野路92番地

氏名　　　株式会社加藤解体工業

　　　　　代表取締役　酒井　正樹

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　　　0533-75-6262

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本産業規格　Ａ列４番)

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

(第１面）

既設建物解体工事
・瓦おろし、建具取外し：金属くず、ガラス・陶磁器くず、紙くず、繊維くず※
・飛散性アスベスト建材取外し：がれき類→埋立処分(安定型)
・上家解体：木くず、金属くず、廃プラスチック類、繊維くず、ガラス・陶磁器くず
(石膏ボード)、コンクリート※
・基礎解体：がれき類(コンクリート)、がれき混合物※
・外構解体：木くず、金属くず、がれき類(コンクリート)※
※木くず・金属くず・がれき類(コンクリート)・紙くずは再生処理業者に委託。
※廃プラ・ガラス陶磁器くず・繊維くずは中間処理業者に委託し埋立処分

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

愛知県内各工事現場

０７：　職別工事業（とび・土工工事業、解体工事業）

　　　豊橋市長　　殿

産業廃棄物処理計画書

　　株式会社加藤解体工業

計 画 期 間

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。

18人

元請完成工事高：　6,000　万円

令和6年　6月　21日

　　令和5年4月1日～令和6年3月31日



産業廃棄物の種類

排 出 量 ｔ ｔ

産業廃棄物の種類

排 出 量 ｔ ｔ

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の分別に関する事項

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）

現場管理者

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（　５　　年度）実績】　　　別紙のとおり

（これまでに実施した取組）

工事主任 下請協力会社

（管理体制図)
営業本部

廃棄物統括責任者
代表取締役

管理担当者
専務取締役



産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

ｔ

①現状

②計画

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

【前年度（　　　年度）実績】

ｔ ｔ

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（　　　年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

ｔ

【目標】

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ ｔ

（第３面）

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量

①現状

ｔ

【目標】

（今後実施する予定の取組）

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ



ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

ｔ

ｔ

（これまでに実施した取組）

ｔ
再生利用業者への処理
委 託 量

ｔｔ

【前年度（　　　年度）実績】

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

産 業 廃 棄 物 の 種 類

ｔ

【前年度（　　　年度）実績】

全 処 理 委 託 量

【目標】

ｔ

①現状

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

（これまでに実施した取組）

（第４面）

①現状

②計画
ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量

（今後実施する予定の取組）



ｔ ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

全 処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

（第５面）

②計画

再生利用業者への処理
委 託 量

※事務処理欄

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類



1

2

3

4

5

6

7

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合にお

ける元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時

点）等の業種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終

了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）

を記入すること。

備考

※欄は記入しないこと。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に

「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付するこ

と。また、産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙

のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。ま

た、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。

（第６面）

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処

理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清

掃に関する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者へ

の再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱

回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前

年度実績、目標及び取組を記入すること。

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごと

に、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃

棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、

目標及び取組を記入すること。

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

当該年度の6月30日までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入

すること。



様式第二号の八別紙

（単位：ｔ／年）

木くず 廃プラスチック類 繊維くず 金属くず ガラスくず、コンクリート 石膏ボード がれき類 コンクリート アスファルト・コンクリート 建設混合 がれき 建設混合 燃え殻

くず及び陶磁器くず (石綿含有)

304.790 14.064 9.580 1115.990 27.660 26.370 470.684 1369.846 98.420 13.320 12.093 1.710 3464.53

4

年

度

の 304.790 14.064 9.580 1115.990 27.660 26.370 470.684 1369.846 98.420 13.320 12.093 1.710 3464.527

実 200.660 2.880 1.748 4.200 4.950 28.460 5.730 13.320 12.093 1.710 275.75

績 304.790 14.064 9.580 892.792 27.660 26.370 470.684 1369.846 98.420 3214.21

300.000 10.000 9.000 1000.000 25.000 25.000 470.000 1000.000 90.000 10.000 10.000 1.000 2950.00

5

年

度

の 300.000 10.000 9.000 1000.000 25.000 25.000 470.000 1000.000 90.000 10.000 10.000 1.000 2950.00

目 200.000 2.000 1.000 4.000 4.000 20.000 5.000 10.000 10.000 1.000 257.00

標 300.000 10.000 9.000 1000.000 25.000 25.000 470.000 1000.000 90.000 2929.00

木くず

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

令和５年度の産業廃棄物発生量及び令和６年度の目標

　令和6年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

項目

産業廃棄物の種類
(名称） 合計

　令和5年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量



６ 東 建 第 ７ ８ ６ 号

住　  所　愛知県名古屋市中区三の丸３－１－２

氏　  名　流域下水道管理者

　　　   　愛知県知事　大村　秀章

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　０５２－９６１－２１１１

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本産業規格　Ａ列４番)

産業廃棄物処理計画書

豊川浄化センター

計 画 期 間 令和６年４月１日～令和７年３月３１日

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

処理水量：33,627,680㎥

令和６年６月２１日

(第１面）

汚泥：下水処理の過程で発生した汚泥は濃縮、消化、脱水後、自己中間処理
として焼却して減量化を行い、焼却灰は建設資材等へ再資源化している。
しさ・沈砂：民間の中間処理業者に委託して脱水後、埋立処分。
廃プラ：民間の業者にて破砕・圧縮をして再資源化または埋立処分
金属くず：民間の業者にて破砕・圧縮をして再資源化または埋立処分。
廃乾電池類：民間の業者にて破砕をして埋立処分。

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

愛知県豊橋市新西浜町１－３

３６：水道業

　　　豊橋市長　　殿

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処理
に関する計画を作成したので、提出します。

 ４１人（令和６年４月１日現在）



産業廃棄物の種類

排 出 量

産業廃棄物の種類

排 出 量

(第２面)

（管理体制図）

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・該当なし

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
・該当なし

別紙（１）のとおり

別紙（１）のとおり

①現状

【前年度（令和5年度）実績】

（これまでに実施した取組）
・下水道の適正使用のＰＲ活動
・下水汚泥の消化

産業廃棄物の分別に関する事項

②計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）
・下水道の適正使用のＰＲ活動の強化
・発生量は、流入してくる水量や水質、処理状況により異なってくる。
　自己中間処理による最終処分量の減量化に努める。

公益財団法人愛知水と緑の公社下水道部豊川事業所豊川浄化センター 常駐職員数１０名（特別管理産業廃棄物管理責任者を含む）

豊川浄化センターの運転・機器保守等・水質分析業務、汚泥の焼却

指定管理者

運転業務の一部を委託契約

メタウォーターサービス株式会社

豊川浄化センター常駐職員数２６名

豊川浄化センターの運転・設備保守等

廃棄物を場外搬出

有効再生利用 埋立処分

愛知クリーンエナジー株式会社 常駐職員数５名
汚泥処理施設の運転・機器保守等、バイオマス発電

愛知県東三河建設事務所都市施設整備課 担当職員数９名

下水道事業の計画・建設・管理等
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住所　豊橋市中原町字地歩２４番地の１

氏名　井村屋フーズ株式会社

代表取締役社長　近藤　久嗣

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　０５３２－４１－１１９１

　

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の
一連の処理の工

程

(日本工業規格　Ａ列４番)

事 業 場 の 名 称 　井村屋フーズ株式会社 中原工場

様式第二号の八(第八条の四の五関係)
(第１面）

産業廃棄物処理計画書
令和６年　６月　  ２４日

　　　豊橋市長　　殿

提出者

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その
処理に関する計画を作成したので、提出します。

　コード０９　食料品製造業

　５,６２３，０００千円

　１８２人

：廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸＡ→処理委託業者に委託しセメントＲＰＦ燃料として再資源化
一部処理業者に有価物として排出、原料に再資源化
：廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類Ｂ→処理委託業者に委託し、１部ＲＰＦ燃料として再資源化　　　残
りは焼却後埋立処理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
汚泥Ａ→処理委託業者に委託し、肥料として再資源化
：汚泥Ｂ→処理委託業者に委託し焼却後ｾﾒﾝﾄ原料として再資源化
：動・植物性残渣Ａ→処理委託業者に委託し、肥料として再資源化
：動・植物性残渣Ｂ→処理委託業者に委託し、焼却後ｾﾒﾝﾄ原料として再資源化
：廃油→処理委託業者に委託し、補助燃料として再資源化
：ガラスと金属屑の混合物→処理委託業者に委託し、破砕後原料として再資源化
：汚泥と金属屑の混合物→処理委託業者に委託し焼却後ｾﾒﾝﾄ原料として再資源化
：ガラス屑、金属屑→処理委託業者に委託し圧縮後埋立て処理

事 業 場 の 所 在 地 　豊橋市中原町字地歩２４－１

計 画 期 間 　令和６年４月１日～令和７年３月３１日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項



 
環境管

環境管理責任者
 
環境管

　
 
環境管

廃棄物担当部署

 
環境管

産業廃棄物処理管理者 　 特別管理産業廃棄物管理者

産業廃棄物の種類 別紙のとおり

排 出 量

産業廃棄物の種類 別紙のとおり

排 出 量

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
汚泥その他９品目について社内分別を実施しています。

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
社内分別を継続して実施していきます。

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（　　　　５　年度）実績】

（これまでに実施した取組）
取組は行なっていません。

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

　

産業廃棄物の分別に関する事項

②計画

【目標】



産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙のとおり

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙のとおり

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙のとおり

産 業 廃 棄 物 の 種 類 別紙のとおり

【目標】

（今後実施する予定の取組）
自ら再生利用の予定はありません。

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

（今後実施する予定の取組）
排水汚泥の脱水を継続

（第３面）

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

【目標】

①現状

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（　　５　　　年度）実績】

（これまでに実施した取組）
自ら再生利用は行なっていません。

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

②計画

①現状

【前年度（　　　５　　年度）実績】

（これまでに実施した取組）
排水汚泥の脱水を実施

②計画

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量



別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

①現状

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行った産業廃棄
物 の 量

自ら埋立処分又は海洋投
入処分を行う産業廃棄物
の 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再生利用業者への処理
委 託 量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（　　５　　　年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（これまでに実施した取組）
委託先処理業者の実地確認を継続します。

全 処 理 委 託 量

（第４面）

①現状

②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（　　５　　　年度）実績】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（今後実施する予定の取組）
今のところありません。

【目標】

（これまでに実施した取組）
本件について実施している事項はありません。



別紙のとおり

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

（今後実施する予定の取組）
委託先処理業者の実地確認を毎年していく。

（第５面）

②計画

再生利用業者への処理
委 託 量

※事務処理欄

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量



1

2

3

4

5

6

7 ※欄は記入しないこと。

（第６面）

備考

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

当該年度の6月30日までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記

入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合に

おける元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時

点）等の業種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。
(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が

終了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含

む。）を記入すること。
「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごと

に、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業

廃棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実

績、目標及び取組を記入すること。
「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全

処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及

び清掃に関する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理

業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する

法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量

について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。
それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に

「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付するこ

と。また、産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別

紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。

また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。



様式第二号の八別紙

（単位：ｔ／年）

汚泥A 汚泥B 動・植物性残渣A 動・植物性残渣B 廃プラスチック類A 廃プラスチック類Ｂ 汚泥と金属の混合物 廃油 　 　

（排水汚泥） （活性炭） （食料品残渣） （食料品残渣） （ポリ袋、ポリ容器） （ポリ袋、ポリ容器） （乾電池） （機械油） 　 　

3551.100 1.300 100.600 2.000 38.100 37.200 0.040 0.500 　 　 3730.84

0.00

5 0.00

年 3043.800 3043.80

度 0.000

の 507.300 1.300 100.600 2.000 38.100 37.200 0.040 0.500 　 　 687.040

実 1.300 2.000 38.100 37.200 0.040   78.64

績 507.300 1.300 100.600 2.000 38.100 14.900 0.040 0.500 　 　 664.74

0.00

0.00

汚泥A 汚泥B 動・植物性残渣A 動・植物性残渣B 廃プラスチック類A 廃プラスチック類Ｂ ｶﾞﾗｽと金属の混合物 ｶﾞﾗｽと金属の混合物   

（排水汚泥） （活性炭） （食料品残渣） （食料品残渣） （ポリ袋、ポリ容器） （ポリ袋、ポリ容器） (ｶﾞﾗｽ屑、金属屑) （蛍光管）   

3500.000 2.000 100.000 5.000 40.000 40.000 2.000 0.200   3689.20

0.00

6 0.00

年 3000.000 3000.00

度 0.00

の 500.000 2.000 100.000 40.000 40.000 40.000 2.000 0.200   724.20

目 2.000 40.000 40.000 40.000 2.000 0.200  124.20

標 500.000 2.000 100.000 40.000 16.000 40.000 2.000 0.200   700.20

  

　　　①自ら直接再生利用した量

令和５年度の産業廃棄物発生量及び令和６年度の目標

項目

産業廃棄物の種類
                     　　　　　　　(名

称）
合計

令和５年度の産業廃棄物発生量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託
量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託
量

合計

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

令和６年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら直接再生利用した量

項目

産業廃棄物の種類
                     　　　　　　　(名

称）



住所　　　愛知県豊橋市有楽町９５番地

氏名　　　谷山建設株式会社

代表取締役　吉田　宏

　　　　　　　　　　　　　 電話番号　　０５３２-４５-５０３４

① 事 業 の 種 類

② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数

④産業廃棄物の一
連の処理の工程

(日本産業規格　Ａ列４番)

元請完成工事高：４９，８６１万円

令和　6　年　6　月　20　日

２２名

　官公庁発注土木・舗装工事
がれき類：再生処理業者に委託して、再生砕石として再資源化
木くず：再生処理業者に委託して、チップとして再資源化
金属くず：再生処理業者に委託して、製鋼原料として再資源化
ガラス・陶磁器くず：再生処理業者に委託して、再生砕石として再資源化
廃プラスチック類：再生処理業者に委託して、燃料として再資源化
混合物：最終処理業者に委託して、埋立処分
汚泥：中間処理業者に委託して、脱水処理

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

愛知県豊橋市有楽町９５番地

０６：総合工事業

　　　豊橋市長　　殿

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他その処
理に関する計画を作成したので、提出します。

谷山建設株式会社

計 画 期 間 令和６年４月１日　～　令和７年３月３１日

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

提出者

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

(第１面）

産業廃棄物処理計画書



産業廃棄物の種類

排 出 量 ｔ ｔ

別紙のとおり

産業廃棄物の種類

排 出 量 ｔ ｔ

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

【前年度（　５　年度）実績】　　　　　　別紙のとおり

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

【目標】　　　　　　　　　　　　　　　　別紙のとおり

本社　→　工事部　→　工事現場管理責任者　（産業廃棄物管理責任者）

→　産業廃棄物処理施設

①現状

②計画

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

（管理体制図）

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

(第２面)

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の分別に関する事項　　　　　　　　　　　　　　　別紙のとおり

②計画



産 業 廃 棄 物 の 種 類

・実施していない

産 業 廃 棄 物 の 種 類

・実施する予定は無い

産 業 廃 棄 物 の 種 類

・実施していない

産 業 廃 棄 物 の 種 類

・実施する予定は無い

（今後実施する予定の取組）

（第３面）

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の

量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の

量

①現状

ｔ

【目標】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なし

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

ｔ

【目標】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なし

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（　５　年度）実績】　　　　　　　　　　なし

ｔ ｔ

ｔ
②計画

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

ｔ

①現状

②計画

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

【前年度（　５　年度）実績】　　　　　　　　　　なし

ｔ ｔ



ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

・可能な限り再生利用業者への処理委託を行い、最終処分量の低減をはかる。

（今後実施する予定の取組）

・実施する予定は無い

（これまでに実施した取組）

（第４面）

①現状

②計画
ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

ｔｔ

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

ｔ

ｔ

産 業 廃 棄 物 の 種 類

ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

再生利用業者への処理
委 託 量

（これまでに実施した取組）

・実施していない

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の

量

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（　５　年度）実績】　　　　　　　　　　　　　別紙のとおり

ｔ

【前年度（　５　年度）実績】　　　　　　　　　　　　　なし

【目標】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なし

①現状

ｔ



ｔ ｔ

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者への処
理 委 託 量

ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

ｔ ｔ

（第５面）

②計画

再生利用業者への処理
委 託 量

※事務処理欄

【目標】　　別紙のとおり

産 業 廃 棄 物 の 種 類

（今後実施する予定の取組）

・優良認定処理業者を選定する。

・委託先処理業者には、定期的に実地確認を実施する。

全 処 理 委 託 量

ｔ ｔ



1

2

3

4

5

6

7

（第６面）

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処

理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清

掃に関する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者へ

の再生利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15

条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱

回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前

年度実績、目標及び取組を記入すること。

「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごと

に、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃

棄物の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、

目標及び取組を記入すること。

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

当該年度の6月30日までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入

すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合にお

ける元請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時

点）等の業種に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終

了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）

を記入すること。

備考

※欄は記入しないこと。

それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に

「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付するこ

と。また、産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙

のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。ま

た、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。



様式第二号の八別紙

（単位：ｔ／年）

がれき類 木くず ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類 汚泥

（ｔ） （ｔ） （ｔ） （ｔ） （ｔ）

令 1112.300 248.550 2.360 6.330 10.560 1380.100

和

5

年

度

の 1112.300 248.550 2.360 6.330 10.560 1380.100

実 17.380 17.380

績 1112.300 231.170 2.360 6.330 10.560 1362.720

令

和

6

年

度

の 1200.000 5.000 2.000 5.000 5.000 1217.000

目 5.000 5.000

標 1200.000 2.000 5.000 5.000 1212.000

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

項目

産業廃棄物の種類
(名称） 合計

　令和５年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量

　　　④自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量

　　　　⑤全処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑥優良認定処理業者への処理委託量

　　⑦再利用業者への処理委託量

　　⑧認定熱回収業者への処理委託量

　　⑨認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者への処理委託量

令和５年度の産業廃棄物発生量及び令和６年度の目標

　令和６年度の産業廃棄物発生量

　　　①自ら再生利用した量

　　　②自ら熱回収を行った量（ｔ/年）

　　　③自ら中間処理により減量した量


